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1．は じめ に

　 最 近 で は ベ ク トル 計算機，パ ラ レ ル 計算機，可視化計算

機，PC ク ラ ス タ
ー，ワ

ー
ク ス テ

ー
シ ョ ン ，パ ソ コ ン とそ の

種 類 は 増 え，コ ードの 目的 ／ 特 性 に 合 わ せ て 計算機 を使 い

こ な す 必 要 が あ ります．1 ヶ 月 ぶ りに ある 計算機 を使 お う

と して
， さて ど の デ ィ レ ク ト リ で 作業 を行っ て い た か さっ

ぱ り思 い 出せ な い とい う経験 は な い で し ょ うか ？作 業 領域

へ 移る た め，何階層 もcd を使 っ て デ ィ レ ク トリを移 動す る

こ とが，面倒 と思 わ れ た こ とは な い で しょ うか ？フ ァ イ ル

編 集 で 名前の 入 力を よ く聞 違える こ とに 占］立 ちを覚え られ

た こ とは ない で し ょ うか ？

とする フ ァ イ ル が編 集で きる ス ク リプ ト （pedt ） を作成 し

ま す．フ ァ イ ル 名 plinpt．f を編 集す る場 合，コ マ ン ドpedt

の 実行は 以 F の よ うに行 わ れ ます．

毛pedtpli

current 　direct 二〇 ry ：／ho 皿 e ／p ゴsonicfsrc 〆soldor

　 　1 ： plinit ．f 　2 ：plinit 二〇 ．f　3 ：plinp 仁 ．f

　 　4 ： plinpt − sc ．f
＞ ＞ enter 　number 　〔2 ｝＝＝＞ 3

target 　 file ： plinpt ．f
エ デ ィ タ

ーが起動 し，フ ァ イル 編 集が可 能 となる．

　こ の よ うな 物忘れ ， もの ぐさ太郎 の UNIX 環境 とは一
体

どん なもの で しょ う．

　久 しぶ りに，この 計算機 を使うの で，pcd
− 10 とキー入

力．最 後 にア クセ ス した デ ィ レ ク トリ10個 の 絶対 パ ス 名が

リス ト出力 され るの で ，番号を選択 して その デ ィ レ ク トリ

に 移動．直 ぐに 作業に 入 れ ます，コ
ード開発 で は，ソ

ー
ス

の 編 集や 計算 実 行 の た め，デ ィ レ ク トリ を行っ た り来た り

す る こ と に な りますが，移動 には 行き先の デ ィ レ ク トリ 名

を入 力す る だ け で す （ど こ に い て も）．そ れ も 2 ，3 文 字で

十 分で す．特定 で きた 時 に は 直 ぐに 移 動 し，該当す る もの

が 複 数 あ る 場 合，候 補 が 画 面 に出 力 され 数字 で 選択 し ま

す，フ ァ イル 編集で あれ ば，ped の 後，うろ 覚えの フ ァ イル

名 で 編 集が 行 え ま す．ped，　 pcd の コ マ ン ドが 実 行 さ れ る

と，そ の 履 歴 情 報 が 保 存 され るの で ，そ こ か ら フ ァ イ ル ，

デ ィ レ ク トリの 選 択 も口f能で す．つ い さ っ き修正 した もの

な ら，
ど の デ ィ レ ク ト リ に い て も，ped

− 1 で よ い の で す，

　 こ うした ッ ール 開発 に，こ れ まで Cshe ［1を使 っ て き ま し

た が ， イ ン ターネッ トの CGI（ComputerGraphiclnterface ＞

で有名な Perlが学 び やす く，使い や すい の で
，

ス ク リ プ ト

作成の 具体的な方法 を解説 し ， MT −UNIX 環境を こ こ に 紹

介 し ます．

　自分 で ス ク リ プ トを作 る の は面倒，と りあ えず使 っ て み

た い とい う方 は，学会ホーム ペ ージ か ら tar フ ァ イル を取

得 して，4 章の 手順 に従 っ て 設 定を行 っ て ドさい．

　主 プ ロ グラ ム に相当す る exampl が 21行， サ ブ ル ーチ ン

tblst．plが 25行で す の で ，
コ
ー

ヒ
ー

で も飲 み な が ら，1時間

程度おつ きあい ドさい ．Perlの ス ク リプ トを作成す る 前

に ， 以 下 の 規 約 は覚 え て 下 さ い ．
● ス ク リプ トの 開始行は ， 必ず＃1の 後 に Perlの フ ル パ ス 名

　を指定します．which 　perlで 調べ られます．

● 2 行 目以 降，文 は セ ミ コ ロ ン 「；」 で 終 わ ります．

● Perlが 扱 え る変 数 に は，ス カ ラ
ー変 数 （＄で 始 め る），配

　列変数 （＠で ），連想配列 （％で ）が あ ります．

● Cshetl で は，変数 に 値 を代入 す る と き に は＄をつ けな い

　で ，「set 　no ≡5 」の よ うに書 き，そ れ を使用 （出 力）す

　 る と きに 「echo
「1number − ＄no

’「
」 と表記 しますが，　 Pcrl

　 で は ，値 を 定義する と き も 「＄no ＝5」 と書 き ます．

● C 言 語 と 同 じよ うに 配 列 変 数 の 添 え字 は，0 か ら始 ま り

　 ま す．＠ var の 最 初 の 要 素 に 数 値 を 代 入 す る と き は，

　「＄varlO ］
＝3；」 と し ます．

● 端末 に 結果 を表示す る と きに は，print関数 （Cshellで は，

　 echo ） を用 い ，ダ ブ ル ク ォ
ー

テ
ーシ ョ ン 「

1

」で 囲 み，改

　行 は バ ッ ク ス ラ ッ シ ュ ＼n と し ます．こ れ 以 降，例 を表示

　 す る と き に は，「￥n 」 と 表 示 し ま す．表 示 の 細 か な

　 フ ォ
ーマ ッ トの 指 定 に は ， printf関 数 を用 い ます．そ の

　指定方法 は C 言語 と同 じ で す．

　 まず，ソ
ース プ ロ グ ラ ム を開発 して い るデ ィ レ ク トリ に

移 動 し ま し ょ う．そ して，以 ドに示すス ク リプ ト exampl

を作成 します．

2 ．ス ク リプ ト作成

　そ れ で は ，ス ク リ プ トの 書 き方に つ い て 説 明 し ます．こ

こ で は，正確な フ ァ イル 名 を人 力 しなくて も，簡単 に 目的
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News 　of　Related　Fields

exampl 　［1］　 テ キ ス ト フ ァ イル
ー

覧

n ／perlwd

’
J

〔 rent 　directory ； ＄pwd
”

；

s
−
a
’

；

；

Enam （＠tbls ｝｛

（＄fnam ）；

＠ tbtx ，＄fnam ）if （
−T ＄fnam ｝F

b しx ￥n ”F

　説明の 都合 上 ，文番号 を表記 して い ます が 不 要 で す．

01．開 始行 は，必 ず＃ 1の 後 に Perlの フ ル パ ス 名を指定．

02．UNIX の カ レ ン トデ ィ レ ク トリ を 出力す る pwd の コ マ

　　 ン ドが 実行 さ れ ，そ れ が，perl の 変 数 ＄pwd に セ ッ ト

　　（代 入）され ます ．UNIX の コ マ ン ドは，バ ッ ク ク t 一

　 　 ト 「
’
」 で 囲 み ます．

03．カ レ ン トデ ィ レ ク トリ を表示 し ます．変数 ＄pwd に は

　　改行が 含まれ ますの で ，改行￥ n は 不要で す，

04．lsコ マ ン ドの 内容 が，配 列 ＠ tblsに セ ッ トされ ます．

05．テ キス トフ ァ イル 名 を格納す る配 列変数 ＠ tbtxを初 期

　 　 化 し ます．

06．foreachは，（）で 囲まれ た 配列＠tbls の 要素を．一
つ ず

　　つ 取 り出 して，ス カ ラ
ー

変数 ＄fnam と して ，　 I　 lで く

　　くられ た ブ ロ ッ ク 内を反復処 理 します．こ の ループ制

　　御 は ， 配列 の イ ン デ ッ クス を用 い て，for （＄i＝o ； ＄i

　　 く ＝＄＃tbls ；i＋ ＋ ）｛＄fnam ＝＄tb ⊥s ［＄i］； と同 じ．

07．chomp 関数 を用 い て ，文字列＄fnam の 最後の 改行文

　　字を取 り除 きます．

08．push 関数 は，配 列 の 最後に ス カ ラ
ー変数を付 け加えま

　　す，if文は ，　 fortranの 論理 if文 と異 な り，論理 式 は実

　　行 文 の 後 に 書 き ま す．if文 の 括 弧 内 （
−T ＄fnam ）

　　 は，フ ァ イル テ ス ト演算子 と呼ばれ る もの で ，テ キ ス

　　 トフ ァ イ ル な ら 真で す．

09．foreach文 の 反 復処 理 の 最 後 で す．

10．配 列 変 数 ＠ tbtxを表 示 します．改行文字は 取 り除 い て

　　 い ます の で ，最後 に 改行 ￥ n が 必要 で す．

フ ァ イ ル exam ．pl を保 存 して ，実 行 して み ま し ょ う．

　実 行 す る と，た くさ ん フ ァ イル 名が 横方向に 表示 され，

目的 とす る フ ァ イ ル を 見 つ け に くい と思わ れ た は ずで す．

そ れ で は，こ の 点 を改良 します．配列変数 を番号 と
一

緒 に

リス ト出力 し，番号で 選択す る 事は 汎 用 性 が あ る の で ，ラ

イ ブ ラ リ
ー

（フ ァ イ ル 名 tblstpD と して 作 成 します．

tblst．pl ：配列 変 数 を番号 と　
・
緒 に リ ス ト出力 し，選 択

　 011023456789

0000000

012345111111

678q

／
012

1111222

345222

＃！〆usr ／bin 〆perl

sub 　tbls し ｛

local 〔＠tbl ｝＝＠一；

＄ii ＝O ；

＄1ine ＝厚”
F

［ oreach ＄fna 皿 〈9tbl ｝｛

　 　 ＄ii ＋ ＋ ；

　 　＄cnam ＝subs し r （拿fnam ，0 ，12 ）；

　 　＄line ＝＄line ．〔次 の 行 を続 ける ）

　 　 　 　 　 sprint 二f 〔
tt
　 X2d ： ％

−12s ”、拿ii ．＄cnam ）；

　 　ii （ length 〔＄Une ）＞ 80 ）｛

　 　 　 prin ヒ
Ft
＄1ine ￥n

∬
；

　 　 　 拿1ine ＝「’”
； ｝

｝

print 　
tt
拿line ￥n

”if 〔1ength 〔＄line ｝ ＞ 0 ）；

exi ヒ if （拿ii ＜ ＝0 〕；

prin こ
厂’

〉 ＞ erternum1 ）er （2 〕＝＝〉
”

；

＄nD ＝＜ STDIN ＞ 7

cho 皿 P （＄no ）；

unless 　l ＄no ＞ 0 ＆＆ ＄no く ＄ii ＋ 1 ｝｛

　 prin し
厚
　Wrong 　numberl ￥n ”；

　 　 exi ヒ ； ｝

＄iile ＝＄tbl ［＄nQ 一工】；

＄file 」

｝

1 ；

署 chmod 　755exam ，pl
署 exam ．pl

こ こ で，％ は，端末か らの プ ロ ン プ ト （コ マ ン ド入力待ち

状態 を示 す）で す．1 回 で きちん と lsの コ マ ン ドの 川力が

出 た 人 は相 当注 意 深 い 人 で す．多分，以 下 の ような メ ッ セ

イ ジ が 出 た はず で す．

syntax 　error 　at 　exam ．pl 　line 　3 ，near
〃
print

厂「

Execu ヒion 　ofexam ．Pl　 aberteddue 　to

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 comp ±laしiQn 　errors ．

多 くの 場合 ，文 末 に 「；」をつ け 忘 れ た こ とに よる もの で す，

02，サ ブ ル ーチ ン 名 （tb！st） の 定 義 を行 い ます．1 ｝の ブ

　　ロ ッ クの 範 囲 （24 行 冂迄）が 実行 さ れます．

G3．サ ブ ル
ー

チ ン に 渡 され た 変数は ，特殊配列変数＠一に

　　格納 され ます．こ れ を ロ ー
カ ル 変 数 ＠ tblとす る こ とを

　 　 宣 言 し ます．こ れ 以 降，こ の サ ブ ル ーチ ン 内 で は＠ tbl

　　 と して 変数を 参照 し ます．

04．配列の 要素を 指定する 番号を 0 に 設定 します，

05，配 列 の リス トを 書 き込 む 文 字列 を 初期 化 します．

06．配 列 変 数 ＠tblの 要 素 に 対 して
， 反復 処 理 します．

07．添 え字＄iiに 1加 え ます．＄ii蒂＄ii＋ 1 と し て も 同 じ．

08．縦方向に フ ァ イ ル 名を揃 え る た め，名前 は最大 12文字

　　迄 出 力 し ます．文 字 列 演 算 子 substr を用 い て，＄fnam

　　の 最初か ら，12文字を＄cnam と し ます．

09．文字列＄lineに 添え字 と フ ァ イル 名を新 た に 追加 しま

　　す．文 字列の 結合 は，ピ リオ ド 「．」で 行 い ます．C

　　言語の sprintf 関 数 と同 じ よ うに，数値，文 字列 の 出力

　　の フ ォ
ー

マ ッ ト指定が で きます．

10．文 字列＄lineの 長 さが80字 を超える と1 ｝で 囲まれ た 文

　　を実行 します．
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15．配列 に 要素が なけれ ば，プ ロ グ ラ ム を終 了 し ます．

16．メ ッ セージ を表示 して ユ
ーザ の キ

ー
入力を促 し ます．

17．入力の 読み 込み に は，＜ STDIN ＞ と します．

18，chomp 関数で 人力 の 改 行 文字 を 削除．

19．不適切な人力の 場合，メ ッ セ ージ を 出力 して 終 ∫．

22．フ ァ イ ル 名 ＄fileを 指定 され た 番 号 で セ ッ ト．＠ tbl

　　の 添え字 は 0 か ら始 ま る こ と に 注意．

23．決 め た 値 ＄fileを 呼 び 出 し側 に 戻 す と きに は，サ ブ

　　 ルーチ ン 最 後の 文 と します．

25．ユ ーザ が 定義 し た ス ク リ プ トを ラ イ ブ ラ リーと して 用

　　い る と き に は，こ の 「お ま じ な い 」 を忘れ な い こ と．

こ の ラ イ ブ ラ リーの 呼び 出 しは，次 の よ うに行 い ます．

exam ．pl ［2］： フ ァ イル の 選択

lewith ［串

；

ile ￥n
厂「

厂

）厂

O ！ ＃！／usr ／bin ／perl

　exam ．pl ［1 ］　 9行 目まで省略

＃＃print
”
＠ tb ヒx ￥ n 厂’；

require
’ttblst ．pl ”；

＄file ＝＆tbls ヒ（＠ヒbtx ）厂

print
∬tage ヒ file ：＄file ￥n

”
；

＄ ystem 〔
”
emaCS ＄file

”
｝1

O

上

234

11111

10．配列＠tbtx を表示す る コ マ ン ドを コ メ ン トア ウ ト．最

　　初 の 文字が ＃で 始 ま る 行は コ メ ン トとな ります ．

11．require 関 数 を用 い て ，ラ イ ブ ラ リーを イ ン ク ル ード

　 　 し ます．

12．サ ブ ル ーチ ン で決 まっ た フ ァ イ ル 名 を ＄fileと します．

　　ラ イ ブ ラ リ
ー

の 呼 び 出 し に は
，

＆ tblst と し ます．
13．確 認 の た め，編 集 す る フ ァ イル 名 を画面 に 出 力．

14．C 言語 の system と 同 じ よ う に，「
rJ

」で は さ まれ た

　　UNIX の コ マ ン ドが 実行 され ます．フ ァ イ ル 編 集に 用

　　い て い るエ デ ィ ターが Vi の 場合，　 system （
’「
vi ＄file

”
）．

tblst．plを実行 モ ジ ュ
ー

ル に して ， 実 行 （exam ．pl）し ま し ょ

う．目的 とす る フ ァ イル 編集が で きた で し ょ うか ？

　 さて ，
い よい よ大 詰 め で す．正確 な フ ァ イ ル 名 を 覚えて

い ない と して も， 名前 の 先 頭 の 2 〜3 文 字 は覚 え て い ま

す．それ で は，フ ァ イル の 候補を絞 る機能を追加 し ます．

exam ．pl ［3］　最 終的 な フ ァ イル 選 択 の ス ク リプ ト

追加 した行 は，al
〜

a7 の 7 行で す．

a1 ．コ マ ン ドラ イ ンか らの 引 数 は＠ ARGV の 配列 に 格納さ

　　れ ます．最初の 引数が 定義 され て い た ら，
a2 ．フ ァ イル 名の 先頭の 変数と して ，＄head を定義．

a4 ．フ ァ イル 名＄fnam の 先頭が＄head にマ ッ チ し な け れ ば

　　（1
〜
で 指定），次 の ル

ープ を繰 り返 し ます （next は C

　　の continue に相当），マ ッ チ した 時の 実行 に は 「≡
〜
」と

　　 し ます．先頭 を調べ る た め，「
＾
」 で 指 定 して い ます．

　　 こ う した止 規 表現 は Cshell と同 じで す．

a5 ．フ ァ イル 名 を絞 っ た こ とで ，候補 の フ ァ イ ル が な い 場

　　合 に は メ ッ セ ージ を 出力．＄＃tbtxは 配 列 の 最大の 添

　　え字 で す （Cshell で は 個 数 で したが ）．

a6 ．メ ッ セ ージ を 表示 して ，プ ロ グ ラ ム を終了 し ます．

　フ ァ イ ル 名の
一・

部 を人 力 して 新 し く追加した 機能を確認

し た後，こ の 作成 した ス ク リ プ トを任 意 の デ ィ レ ク トリ で

使用 で き る よ うに します．今後の こ とを考えて ， perl の ス

ク リ プ トを格納 す るデ ィ レ ク トリを作成する こ とをお勧 め

し ます．

01

12aa

2300

＃！／usr 〆bin ／perl

iE （＄ARG ▽ ［0 】 ｝｛

　 ＄head ＝＄ARGV ［Ol ； ｝

＄pwd ＝　t
　pwd

’
F

print
厂
℃ urrent 　directory ： ＄pwd

”
；

＠しbls ＝’ls −a 、厂

＠ し btx ＝OF

foreach 拿fnam （＠しbls ｝｛

　 ohomp 〔拿fnam ）厂

　 if （＄head ｝｛

　 　 　 next 　if （＄fnam 　l　 ／　 拿head ／ ｝； ｝

　 push 〔＠しbt二x 、＄fnam ） if ｛
−

T ＄fnam ）；

フ ァ イル 編集の コ マ ン ドとす る手川頁

1234500000

34aa

6700

890001

竃 cd

毛 mkdir 皿yPerl

髦 cdmyPerl

咢 mv 　fpjsonic ／src ／solder ／  pl ．
X　emacsexam ．pL （exam ．p1 に 2 行追加 ｝

　 ＃ 1／usrfbintper1

　 ＄home ＝＄ENV ｛
「’HOME ”

｝i　　　 ＃ く＝＝add

　 push （＠ INC ，”＄ho 皿 e 〆皿 yPerl
”

）； ＃ く ＝＝add

髦 e 皿 acs 　．cshrc 〔．c ＄ hrc に 1 行追加1）

　 alias 　pedt
’
　〆myPerlfexarn ．pl ￥ ！

「k ’
＃く ＝＝add

竃 SQurce ．cshr ⊂

竃 cd 　／ゴt60 ／src ／simdp

髦pedt 　inp

　　フ ァ イル の 選択＆ フ ァ イ ル の 編 集

04．作 成 したス ク リプ トを新 しい デ ィ レ ク トリに移 します．
05．exam ．pl は ラ イ ブ ラ リーと して ，　 tblst．pl を用 い て い ま

　　すが，それ を探すパ ス を指定する 必 要が有 る の で，2

　　行 追 加 （最初 に ） し ます．

06．Cshel1で は ， ホーム デ ィ レク トリは 「
〜
」で 表せ ますが，
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　　Pertに は こ の 機能が有 りませ ん の で，環 境変数か ら取

　　得 しな けれ ば な りませ ん．環境変数 は 連想配列％ENV

　　に 格納 され て お り，数字で 指定する の で は な く，名前

　　で 指 定 し ます．

07．特 別 な 配 列 変 数 ＠INC に は，ラ イ ブ ラ リ
ーを探す デ ィ

　　 レ ク トリパ ス が 格 納 され て い ます ．push 関 数 を用 い

　　て ，あな た の ス ク リプ トが あ る パ ス を追 加 し ます．

08．エ イ リ ア ス （別名） を登 録する た め ，環境設定フ ァ イ

　　ル ．cshrc に 1 行追加 し ます．

09．エ イ リア ス の 名前 を pedt と します．「￥鬥 は，引数を

　　ス ク リプ ト exam ．plに渡す た めの お ま じな い で す．

10．修正 した．cshrc を有効 に します，

　そ れ で は，あ な た の 任意 の デ ィ レ ク ト リ に 移動 し て，

pedt を用 い ま し ょ う．僅 か 50行足 らず の ス ク リプ トで ，編

集作業が 格段 に 改善 され るは ずで す．

3 ．Cshell と Perlとの 違い

　 こ れ まで shell で ツ
ール を開 発 して きた 人 の た め に ，こ こ

で は，なぜ Perlなの か を説 明 し ます．

　pedt は，ある デ ィ レ ク ト リの lsで 得 た 情報 （デ ィ レ ク ト

リ に 含 まれ る 内 容） を フ ィ ル タ
ー

に 掛 け （テ キ ス ト フ ァ イ

ル の み ），そ れ を 画 面 に 見や す く表 示，ユ ーザ が 指 定 した

フ ァ イ ル の 編集 を行い ます．複数の フ ァ イ ル 名 を見 や す く

表示す る に は，format 指定が 必 要で すが
，
　 shcll に は ない の

で す （もっ と も awk と い う難解なコ マ ン ドを使用 すれ ば可

能で すが ）．細 か な forrnat制御や 文字列操作 の た め，　C 言語

を使 わ ざる を得 ませ ん．こ の 場 合 ， 実 行す る に は，コ ン パ

イ ル が 必要 とな ります．Perlで は ，
　 C 言語の pnntf 関 数が

含まれ，C と同様の ル
ープ 制御，条件判断等が 使えます．そ

して ， 実行 の た め の コ ン パ イル の 必 要 が な い の で ， す ぐに

テ ス トが で きます．コ ンパ イル は 数秒 で し ょ うが，こ の 間，

集中 して い た思考が 中断さ れ ます．こ の 違 い が大 きく開発

の ス ピードに 影響す る の です．

　Cshellに は，サ ブ ル ーチ ン の 概 念が な く，また子 の シ ェ

ル か ら親へ 情報を伝える 術 は ありませ ん ．子 の 処理 した結

果を フ ァ イ ル に 書 き出 し，親は そ れ を読 み とっ て 処理 す る

こ とに な り ます．しか し，Perlで は，ス ク リ プ トの 中 の 変

数は ，通 常 C 言 語の グ ロ
ーバ ル 変数 で あ り，ど の 階 層 の サ

ブ ル
ーチ ン で あ っ て も使川 可 能で す，こ の こ とが，ツ

ー
ル

の 開 発 を
・
変 させ ます．単

．・
の 機 能 を持 っ た ス ク リプ トを

組 み 合わ せ る こ と で ，大 きな ツ ール の 開発 が ）1∫能 と な り ま

す．こ れ が，どれ だ け ツ
ール の 開発 を，メ イ ン テ ナ ン ス を

楽 に す る か，コ ード開発 した経 験 の あ る 人 な ら理解 で きる

は ずで す．

　 し か し，こ の グ ロ
ーバ ル 変数に は ，注意が 必 要 で ，思 わ

ぬ 動作 を する場合 が あ ります．そ の サ ブ ル ー
チ ン 内で 使 う

だ け の 変数に は
，
localと 定義す る よ う習慣 （特 に ル ープ制

御変数）づ けて 下 さい ．サ ブ ル
ー

チ ン の テ ス トで は うまく

行 っ た の に，い ざ ツ
ール に紐 み 込 む と う ま く動作 しな い ．

「なん で ？ 凵 とな っ た 時に は ，
こ の グ ロ ーバ ル 変 数 の こ と

を思 い 出 して ドさい ．Perlバ ージ ョ ン 5 に は ，　 Fortran の

implicit　none に 相当す る （use 　strict 　
lvarsl

；）宣 言文 が あ りま

す．こ の 宣言 を行 うと，変 数 の 型 （our ！my ）を宣言 せ ざる

を得 ず，こ の 種 の トラ ブ ル は確 実 に避 け られ ます．

　Cshell で よ く 使 う フ ィ ル タ ーgrep，　 sed ，　 sort ，　 uniq

等 は，フ ァ イ ル か ら の デ ータ抽出で すが ，Perlで は，同 じ

機能 を も っ た関数が あ り，ス ク リ プ トの 変数 に 対 して 行 う

こ とが で きます．Perl の 正 式名称 は，　 The 　Pratical　Extrac−

tion　Report　Language 　CJE用 的 情 報 抽 出 レポ ート言語 ）の 略

で ，も と もとフ ァ イ ル の テ キ ス ト操作，情報抽出 して 簡単

に レ ポートを作成す る た め に 開発 され た もの なの で す．そ

の た め，こ うした フ ィ ル ター，文字 列操 作が 充 実 して い ま

す．こ こ で は，説明 しませ んが，フ ァ イル 操作（オープ ン，

リダ イレ ク シ ョ ン） も簡単 に行えます．ス ク リプ トを作 っ

て み よ うと思わ れ た方 は，Web に はPerl入門の ホー
ム ペ ー

ジ が た くさ ん あ ります の で ，さ ら に 詳 しい 情報 （変数 の

scope の 概 念，　 Perl　5 で 導入 され た my 変 数 等）は そ こ か ら

得て 下 さい ［1］．

4 ．MT −UNIX 環境

　 こ こ で は，MT 環 境 につ い て ，簡 単 に紹 介 します．

学 会の ホ ーム ペ ージ よ り，PerlM ．tar．gz（サ イ ズ24K バ イ ト

程度） を取得 し，使用す る 計算機の あ な た の ホ
ー

ム デ ィ レ

ク トリ に コ ピーし ます．PerlM の デ ィ レ ク トリ が既 に あ る

場合 に は，名前 を変 更 して 下 さい ．

12340000 竃 gzip
−dPerl 凹 ．tar ．⊆∫z

耄 tarxvf 　PerlM ．し dr

考 cd 　PerlM
髦 perl 　 setup

L9 巳
’
SS ヒar ヒ t二〇 uSeMT −unixTOOI ．

　 New −command 　Cpls ，pcd ，　 ped ，　 pfr ユd ，plk ｝

05　！毛 echo
”
source

〜
〆PerlM 〆palias

”
〉 〉

〜
／．cshrc

O6 　 ：髦 source 　 f ．cshrc

05の コ マ ン ドは，エ イ リ ア ス を 定義 し た フ ァ イ ル palias

を環境設定フ ァ イル．cshrc に 1 行追加 します，06の コ マ ン

ドは ，こ の 修止 を有効 に し ます．こ れ で セ ッ ト ア ッ プ は 終

了．シ ェ ル と して，bash を使 っ て い る 方 は，フ ァ イ ル pa−

lias−bash をお使 い 下 さい ．

Cl）　 まず は，　 pls で デ ィ レ ク トリの 内容 を調べ ま し ょ う，

毛 plscurren

ヒ directroy ： ／grpe2 ／ゴ3859fPerlM

〔direc ヒ ory ］　 6

　 ：・lyst 　Tips 　 ex ゴt60 　Pゴsol2d 　 test

　 Pr ゴ

［こ ex じ Eilel 　 2

　 palias 　 se し up

デ f レ ク トリ と フ ァ イル が 分離され て 表示され，UNIX コ

マ ン ドの lsよ りもわか りやす い 表示 とな っ て い ます．
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（2）　デ ィ レ ク トリの 移動 （pcd ）

髦pcd −d

と入力す る と，現在の デ ィ レ ク トリ以 下 にあ るデ ィ レ ク 1・

リの 絶対パ ス 名が 表示 され，新規に ニ ッ ク ネィム （最 ド位

の デ ィ レ ク トリ名 ）が 登 録 され ます．これ 以 降 ニ ッ クネ イ

ム で 直接移動が 可能で す．

＞ ＞ date 〔2002 ＿3＿5 ／〈 rtn ＞ ：now ／quit ）；；＞ 2002 ＿4＿1

＞ ＞ date （2002 − 5−31 〆6Qd ／
−2d ／

−5h ／q ）；≡＞ 60d

　 con しains 　3690 −acti ▽ e 　files 　（し o ヒal ：70470 ｝

＞ ＞ enter 　co   and （t ／n 〆rnfe ／gf1 〆s ／q ｝＝＝＞ n

　 seleGtion ［ndme ］

冫＞erlter 　 top 　name （皿 on 〆＜ rtn ＞ ： quit ｝≡＝冫 inpPls

　 con ヒains 　159 −ac じive 　iiles 　〔ヒ o ヒal ： 70470 ）

Xpcd −t　登録 され た ニ ッ ク ネイム の
一

覧が表示

tpcdT 　 Tips の デ ィ レ ク トリに 移動

Xpcdrun 計算実 行の デ ィ レ ク トリへ 移動

　 　 l　runA 　； fgrpO2 〆j3859〆PerlMfex ゴt6e ／runA

　 　 2　runB 　；fgrpO2 〆j3859〆PerlM ／exjt60 ／runB

　 　 3　rumC 　； fgrpO2 ／ゴ3859 ／PerlM ／ex ゴt60 〆runC

冫 ＞ selectnu 皿ber 　（2 ｝＝＝＞ 3

newdir ；〆grpO2 ／」3859 〆PerlM ／ex ゴt60 〆runC

デ ィ レ ク トリ移動 の 履歴 を見る に は

髦 pcd
−lD

　 　 l　runC 　；／grpO2fj3859 ／Per1M ／ex ゴt60 ／runC

　 　 2Tips 　 ： ／⊆∫rpO2 〆ゴ3859 ／PerlMfTips

　 　 3　PerlM ：／grpO2 ／」3859 ／PerlM

＞ ＞ selectnumber （2 ）＝；〉 ＜ return 　key ＞

　 C 。   andwas 　canceled ．

7 万 個 の フ ァ イ ル か ら159迄 絞 れ ま した．出 力 で す が，親

Cm） は まだ159と多い の で ， 親の 親 （m 　2＞を出力

〉 ＞ enter 　co   and （し 〆n ／m 〆e 〆9／1 〆s 〆q ）
＝＝＞ 1

＞ ＞ enter 　type 　Cf ； full 〆し ：timefn ：na 皿 e ／

　 　 　 　 　 　 　 　 　 m ：皿 o しher −dir ／q ）＝＝＞ m2

　 mother
−

level ＝2　nu 皿 ber 　oidir ＝3

　 　 1　．／ORG38 〆exe 〆sol2d ／exescfrunA

　 　 2　 ．〆ORG38 ／exe 〆sol2d ／exescfrunB

　 　 3　．／0RG38 〆exefso12d ／exesc ／runC

　 contains 　l59
−

a （：tive 　 iiles 　〔仁 otal ： 70470 ）

そ うだ 　exesc の デ ィ レ ク トリだ っ た ！

（3）　フ ァ イル の 編集 （ped ＞

フ ァ イ ル の 編 集 は以
．．
ドの よ うに行 い ます．

宅 pcd 　 test

gped 　 デ ィ レ ク トリ の テ キ ス トフ ァ イ ル
．
覧

curren ヒ directory ： ／」3859／P 巳 rlMI し es ヒ

　 1 ： ，P−fpinp 　　　8 ： Tpgtv1 ．pl 　 15 ： Ttiminod ，pl
　 2 ： Tpath ．p1 　　　 9 ： Tpinp ．pl 　　 16 ： Ttim ゴpn ．pl
　 3 ： Tpbspc ．pl 　　IO ： Tplas ヒ ．pl 　 17 ： Ttimunx ．p1
＞＞selec 巳 n 舳 er （2｝＝＝＞2

target 　fi］e ： Tpath ，pl 　in　 fゴ3859 ／PerlM ／tes ヒ

エ デ ィ タ
ー

が 起動

Xped 　 ex 　　 名前の 頭 に ex の 付 くフ ァ イ ル を編 集

署ped
−1　 　 ped を用 い て 最 後 に編 集 した フ ァ イ ル

岩ped −5　　 最後か ら 5 番 囗以 内の フ ァ イル か ら選択

kped 　 new ．f 新規に フ ァ イル newj を作 成

（4）　 フ ァ イ ル，デ ィ レ ク トリの 探索 （pfnd ）

　2002年の PSI 会議で 発表 した シ ミ ュ レーシ ョ ン を再 開す

る必 要が 出 て きた と して ， あ なた は そ の 作業領域を探 し出

す こ とが で き ますか ？会議 は 5月に 開催 された の で ，2002

年 の 4 月か ら 60 日の 問に 計算 して い る はず．こ の 期 間 に作

成 した入力 フ ァ イル （inppls）を含 ん だ デ ィ レ ク トリ の 親 を

探索 します．NIT・UNIX で は 以 下 の よ うに 行 い ます．

　 数 値積 分 の 必 要 が あ る けれ ど，確 か 数年前 に Gauss −

Legendre の 積分 公式 を使 っ て，　 kinetic　thermal 　forceの 数

値 計 算を 行 っ た は ず．で も，デ ィ レ ク トリ，フ ァ イ ル 名 な

ん だ っ け ？ こ ん な 時 も，記憶 の 断片 Gauss を手 が か りに

pfnd コ マ ン ドが 探 し出 して くれ ます．

t！　pcd 　　　　 ホ ーム デ ィ レ ク トリへ 移 っ て

髦 pfndtk

★
　Welcome 　to ［pfnd ］

一
⊂ oMmand 　

iA

＞ 冫 enter ヒype 〔d ：dirf ［ ： fi ⊥ e ／＜ rtn ＞ ：quit ｝ ；＝＞ f

＞ 冫 　enter 　comnnand 　｛t ／n 〆皿 〆e ／9〆1〆s 〆q ｝＝＝〉 仁

＄eleotion ［ヒ i 皿 e ］

（5）　 コ
ード解読の ツ

ー
ル （plk，　 pinq）

　 最 近 の 計算 機 の 能 力 向．．ヒに伴 い ，モ デ リ ン グ の 精 密 化 が

進 み
，

コ ードの サ イ ズ は 増 大 の
．．．．・

途 で す， 2
， 3 千 ス テ ッ

プ な ら と もか く， 2 ，3 万 ス テ ッ プ とな る と
， 自分で 開発

した コ ードで さ え，コ モ ン 変数が ど の ル
ー

チ ン で ，どの よ

うな計 算式 で 評 価 さ れ，そ れ が どの イ ン ク ル ードフ ァ イ ル

に含まれ，何次元 で そ の 配 列サ イ ズ は ，
こ れ ら を正 確 に覚

え て お くこ と は 不可能 で す．あや ふ や な記憶 に 頼 っ て ，
コ ードの 改 良 を行 うこ とはで き ませ ん，常 に コ ードの 中身

を調べ なが ら行 わ ね ば な らず，コ ード全体の サ イズ 増大 と

と もに，そ の 確認が 負担 と なります．まして ，他研究所で

開発 さ れ た コ ードを導入 した と き，コ
ード解読 は非常 に忍

耐
．
の い る作業とな ります，

　通常，変数名 の トレ
ー

ス に は，grep が 用 い ら れ ます

が ，以
．
ドの 点が 不満，とい うよ り不備で す．

● 単語 単 位で の 検索 の オ プ シ ョ ン
ー
w の な い 計算機 が 存在．

● 巨大なコ
ー

ドに対 して，表示 され る 行数が 多く，肝心の

　情報が 埋 もれ て しま い ます．
● 文字列 が 現 れ た行 しか 表示 され な い の で ，継続行が あ る

　場合に は，そ れ は 意味不 明 で す．

　 こ の 点 を改 良 した ッ
ール plk を作成 しま した （現 在 の 所

Fortran90の 継 続 行 に は未 対 応 で す ），デ ィ レ ク トリ monte

の フ ァ イル を 対
．
象 に，eion の 単語 を探索す る 時，　 monte

の 親デ ィ レ ク ト リ で 以 下 の よ うに 用 い ます．
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NewsofRelatcdFields

8plk 　 eion −d 　 m つn しe

＃＃拌 ／ゴ3859 ／so12d ／src 〆soc 〆mOn しe 井井井

io　 ntinpt 二．f 二　 namelist ／untinpl

i。 　 ＞ ln しmd ，　nn ヒ1 ，dtn し1 、i  ヒ、

io　　　　　＞　eioni 、eion 、　famp1 ，［amp2

io　 n ヒ ou し ．f ：　wri しe 〔n6 ．’（5x ，”eion ＝tt ，f8 ．3，

io　　　　　＞
”eiDni ＝∬厂f8 ，3 ）

「
） eion 厂eioni

　 　 　 ntsroa ．≡；　 zwe ＝−zsi ★ eion ★ cev

defntwrad ．f ； ∈ ion ＝40 ，Q

Tpfsix ．pl 　 フ ァ イル 名 の サ フ ィ ッ ク ス 番 琴
．
の 最 大値

Tpspl しv ．pl 　文字列 を分解 し て ，名前，数値 デ
ー

タ に

Tpgtvl ．pl 　 namelist の フ ァ イ ル よ り数値 を取 得

Ttimunx ．pl 　2005 −05−14 の 表示 を Unix 　time に

Ttim ゴpn ．pl 　 Unix 　time （秒 ）を 日本時問 に変換

Ttiminod ．pl フ ァ イル の 最終修 正／ ア ク セ ス 時 間

こ こ で ，行の 先頭の ，incは イン ク ル
ー

ドを，　ioは入出力を，

defは 定義 を表 し ます．

　実行後，pdsp と入丿Jす る と，
ヒ ッ トした フ ァ イル の 中身

をエ デ ィ タ
ー

で 詳しく調べ る こ とが で きます，巨大な コ ー

ドの 場合，扱 うデ ィ レ ク トリが 多 い の で ，こ れを project

データ と して 登 録 して お く と，pinq 　 eiOll と簡単に 調べ る

こ とが で きます．

5 ．Tips の紹介

　ス ク リプ トは ハ さな単
．・

の 機能をもつ 部 品 を組 み 合 わ せ

て 作 ります，こ こ で は ，汎川 性の ある 基本 的 部 品 （tips）を

紹 介 し ます．フ ァ イル の 中の
一

部 を修 正 し た い とい うこ と

は よ くあ ります．通 常 sed が 用 い られ ますが ，こ れ を使い

こ なせ る 人 は そ う多 く は い ませ ん．namelist に よ る 入 力

デ
ー

タ に 特化 し て ，値 を変更す る ツ ール が Tpinp．pl で す．

髦 pcd ヒest

髦 Tpinp 、pl
−一一u ＄ age −一一

Tpinp ．pl 厂
mxcpu ＝125 厂．．．．！ inpPls ＞ inpnew

Tpinp ．pl 厂
c ［仁r＝”d ヒprf −03 厂厂、．．’inppls ＞ inpnew

Tpinp ．p1 ’
pfma ⊆「（1 ）＝7 ．Od22 、　厂inppls ＞ inpnew

Usage以 ドに現 れ た 3 行の メ ッ セ ージ は，テ ス トデ
ータで

す．マ ウ ス で 1 行を切 り取 り実行 して 下 さい ．そ して，新

入 力 フ ァ イル inpnewの 値 を確認 して 下 さい ．

　 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン の パ ラ メータサーベ イで 便 利 な ス ク リ

プ ト Trun も実行 して み て 下さい ．リス タ
ー

トフ ァ イ ル 名

を 間 違 え た り，八 力値 を間違 え て ，長い 待ち時間の 後 「し

まっ た ［」 とい う こ とが な くな る は ず で す．

6．お わ りに

　昨年編 集委員 と し て ，Cshellで 昔作成 し た KSTOOL の
・

つ ncd （pcd に 相当） を紹介す る こ と とな りま した．　 Perl

の 勉 強 に 良 い 機 会 と 考 え，8 年 ほ ど 前 に 購 人 した 「Perl

（Ver．4）入門 」［2］を本棚 か ら引 っ ぱ り出 し ， 勉 強 を始 め ま

した．KSTOOL の 中の コ マ ン ドをPerlで書 き直 して い くう

ち，ス ク リ プ トの 記 述 が簡 単 な の に 感 激 しま し た．

KSTOOL で は，複雑 な処理 や 表示 は C 言語 で 記述 して い る

の で，す っ か り C を忘 れ た 著 者に は 改 良は もは や不
．
可能 と

諦 め て い た か らで す．Perlは理 解．しや す く，複雑 な処 理 や

表示が 可能な Cshell に 代わ る コ マ ン ドイン タ プ リ タ で す．

　 そ して ，Perl の 可能性 を確か め る た め，
● 記憶 の 断片か ら フ ァ イル を探 し出 す pfnd ，
● 巨 大 コ

ー
ドの 解読を サ ポ

ー
トす る pinq，

● パ ラ メ
ー

タ サ
ーベ イ を簡甲確 実に 実行する Trun

を新 た に 開 発 し ま した，

　 そ の 開 発 巾 に， 冊 の 本 と出 会 い ま した．「UNIX とい う

考え 方」［3］で す．計 算機ユ ーザ，物 理 コ ードの ユ ーザ を サ

ポートさ れ る 方 に は ，是非読ん で い た だ きた い と 思 い ま

す．プ ロ グ ラ ム は か くあ るべ きとの 考えが，経験 に 基づ き

示 され て い ます．構 築 した シ ス テ ム が 時 と と もに どの よ う

に 変遷 して い くか，そ して 開 発 者 の 論 理 に 立 っ た 巨
．
大 な シ

ス テ ム （多機能主 義），移植性 に 注意を 払わ なか っ た シ ス テ

ム の た ど る道が 示 され て い ます．私 に は，拘束的イ ン ター

フ ェ イス，独 自技術症候群の 問 題 点が 気に な り ま した．そ

して ，「全 て の プ ロ グ ラ ム は フ ィ ル タ
ーと して 設計」は，1．i

か ら鱗 で した．80％ は で き上 が っ て い ま した が，こ の 観点

か ら，pfnd ，　 pinq は作成 し直 し ま した．

　あなた は，端末の 前 で 繰り返 し同 じ作業を行 っ て い な い

で し ょ う か．コ ン ピ ュ
ータが で き る 作業 を．こ ん な時，

Perl に よ る ス ク リ プ ト作成 を考 えて み て 下 さい ．　 Perlは習

得 が，Cshell や C 言語 よ りは る か に簡 単で す．．・度習 得す

れ ば，纏 ま っ た 手順 の 処 理 が ，コ マ ン ド人 力 だ け で コ ン

ピュ
ー

タ が確実 に実行 して くれ ます．

Tpextm ．pl

Tpvls ヒ．pl
Tpv3e1 ．pl

Tvindx ，pl
Tpuniq ．pl
Tpls ．plTpgtdr

．Pl
Tpmdir ，p1

大茸 の 配 列デ
ー

タ を コ ン パ ク トに 表示

配 列 デ
ー

タを縦 方 向 に整 列 して 表示

配列 デ ータ を表示 して 選択 さ せ る

配 列 を縦 方向に 表 示す る 時 の 添 え字

配 列 の Ilrで重 複 す る デ
ー

タ は 削 除

デ ttレ ク ト リ の 内容 を表示

現 在 の 位
一
］以 卜

．
の デ ィ レ ク ト リ 名を取得

何代 も遡 っ て 親 の デ ィ レ ク ト リ名 を 表示
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